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次
の
ペ
ー
ジ

ち
ょ
っ
と
一
言
︒

議
会
の
動
き
ほ
か

令和６年度　花巻市議会政務活動費執行状況

花巻市議会では、「花巻市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、議員の調査研究その他の活動に資するた
め必要な経費の一部を政務活動費として交付しています。
　政務活動費の額は、花巻市議会の場合、議員一人当たり月額２万円で、毎年４月１日に在職する議員に対して、１年
度分（24万円）が一括して交付されています。
　また、政務活動費の収支報告書の提出にあたっては、議会内の取り決めで、原則領収書をつけて報告することとして
おり、その内容についてはどなたでもご覧いただけます。
　花巻市議会が条例で定めている政務活動費を充てることのできる項目については、下記のとおりです。
　また、花巻市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保するために政務活動費の執行状況を市議会だよりおよび
市ホームページへ掲載しています。

○研究研修費 ・ 議員が研修会等を開催する（参加する）ために必要な経費【例：講師謝金、会場使用料、旅費等】

　○調査旅費・・ 議員が行う調査研究活動のために必要な経費【例：交通費、宿泊費等】

　○資料作成費・ 議員の活動のために必要な資料の作成に要する経費【例：印刷製本代、事務機器購入・リース代等】

　○資料購入費・ 必要な図書、資料等の購入に要する経費

　○広報費・・・ 議員活動や市の政策についてＰＲする経費【例：議員広報紙、報告書の印刷費等】

　○広聴費・・・ 住民から市への要望や意見を聴取するための会議等にかかる経費【例：会場費、茶菓子代等】

　○人件費・・・ 議員の調査研究活動を補助する職員を雇用する経費

　○事務所費・・ 活動のために必要な事務所の設置・管理に要する経費【例：事務所の賃借料、維持管理費等】

　○その他の経費  上記以外の経費で議員が行う調査研究活動に必要な経費【例：事務連絡に要する切手代、事務消耗

品】

※交付額を超えた執行額は自己負担です。これに満たない分は市に返還しています。

（単位：円）

会派 議員名 交付額 執行額

内　　　　　訳

研　究

研修費
調査旅費

資　料

購入費
広報費 広聴費 事務所費

その他

の経費

明
和
会

及川　恒雄 240,000 237,331 1,000 99,381 83,292 53,658

伊藤　忠宏 240,000 444,485 99,201 85,800 139,484 120,000

藤根　　清 240,000 202,490 1,000 99,561 83,292 18,637

小原　保信 240,000 265,135 95,035 82,100 88,000

横田　　忍 240,000 108,746 51,146 57,600

盛岡　耕市 240,000 139,385 1,000 48,385 90,000

佐藤　峰樹 240,000 303,308 1,000 96,201 93,500 112,607

高橋　　修 240,000 170,266 33,320 51,146 85,800

は
な
ま
き

市
民
ク
ラ
ブ

羽山るみ子 240,000 205,542 35,020 59,778 88,012 22,732

佐藤　　現 240,000 126,758 60,078 59,700 6,980

内舘　　桂 240,000 229,645 5,660 59,778 62,616 88,550 1,730 11,311

本舘　憲一 240,000 240,678 27,700 59,778 96,000 57,200

緑
の
風

小森田郁也 240,000 199,026 74,090 52,158 62,398 3,783 6,597

鹿討　康弘 240,000 230,313 162,910 5,593 44,792 17,018

似内　一弘 240,000 211,440 180,000 29,340 2,100

伊藤　盛幸 240,000 185,251 183,535 1,716

社
民
ク
ラ
ブ

照井　省三 240,000 163,600 42,000 121,600

若柳　良明 240,000 108,366 3,720 102,016 2,630

阿部　一男 240,000 155,611 2,200 117,008 36,403

日
本
共
産
党
花
巻

市
議
会
議
員
団

久保田彰孝 240,000 140,492 83,292 57,200

照井　明子 240,000 246,181 60,391 185,790

櫻井　　肇 240,000 11,000 11,000

会
派
を
構
成
し
て

い
な
い
議
員

佐々木精市 240,000 245,330 22,650 107,580 105,000 10,100

(故)大原　健 240,000 0

菅原ゆかり 240,000 212,638 87,186 100,830 24,622

藤原　　伸 240,000 184,701 96,201 88,500

※抜粋して掲載しています。詳細はホームページをご覧ください。

意
見
書
を
提
出

◆
訪
問
介
護
報
酬
の
引
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引

上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る

意
見
書

※
意
見
書
の
原
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

請
願
審
査

◆
第
２
号
請
願
（
採
択
）

訪
問
介
護
報
酬
の
引
下
げ
撤
回
と
、
介
護
報

酬
引
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

６
月
定
例
会
で
は
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

が
１
件
の
請
願
審
査
を
行
い
、
採
択
し
ま
し
た
。

審
査
に
お
い
て
「
全
産
業
と
比
較
し
て
も
低
賃
金
で
、

事
業
所
そ
の
も
の
が
危
機
的
状
況
に
あ
り
、
現
に
市
内

の
２
事
業
所
が
廃
止
と
な
っ
て
い
る
」
「
訪
問
介
護
は

大
事
な
仕
事
だ
」
「
訪
問
介
護
は
高
齢
者
の
在
宅
生
活

を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
」
「
地
域
の
現
状
が
し
っ
か
り

理
解
さ
れ
て
い
な
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
で
採
択
す
る
べ
き
と
決
し

ま
し
た
。

※
請
願
書
の
原
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

お
詫
び
と
訂
正

昨
年
４
月
に
介
護
報
酬
の
改
定
が
実
施
さ
れ
、
介
護

報
酬
は
１
・
５
９
％
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
訪
問
介

護
の
基
本
報
酬
は
２
〜
３
％
も
引
き
下
げ
ら
れ
、
多
く

の
事
業
所
か
ら
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
訪
問

介
護
は
、
と
り
わ
け
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
は
じ
め

要
介
護
者
や
そ
の
家
族
の
生
活
を
支
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
、
基
本
報
酬
の
引
下
げ
理
由
と
し
て
、

「
訪
問
介
護
の
利
益
率
が
高
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
ヘ
ル
パ
ー
が
効
率
的
に
訪
問
で
き
る
「
集
合

住
宅
併
設
型
」
事
業
所
や
都
市
部
の
大
手
事
業
者
が
利

益
率
の
平
均
値
を
引
き
上
げ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ

ま
す
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
約
４
割
の
訪
問
介

護
事
業
所
は
赤
字
で
あ
り
、
１
軒
の
訪
問
に
車
で
数
十

分
か
け
て
移
動
し
て
い
る
地
方
の
実
態
か
ら
は
か
け
離

れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
の
介
護
事
業
者
全
体
の
倒
産
や
休
廃

業
・
解
散
が
、
過
去
最
多
の
７
８
４
社
に
達
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
「
訪
問
介
護
」
は
５
２
９
社
と
前
年
の
４
２
７

社
か
ら
急
増
し
て
い
ま
す
。
調
査
し
た
東
京
商
工
リ

サ
ー
チ
は
「
コ
ス
ト
高
や
介
護
人
材
不
足
に
加
え
て
、

報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
あ
り
、
事
業
継
続
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
訪
問
介
護
事
業
所

の
ほ
と
ん
ど
が
地
域
に
密
着
し
た
小
規
模
・
零
細
事
業

所
で
、
介
護
報
酬
の
引
下
げ
に
よ
り
、
訪
問
介
護
事
業
所

の
多
く
が
経
営
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

い
わ
て
の
介
護
を
良
く
す
る
会
な
ど
が
、
昨
年
５
月

に
行
っ
た
訪
問
介
護
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
介
護

報
酬
の
引
下
げ
に
つ
い
て
、
９
４
・
３
％
が
「
納
得
で
き

な
い
」
と
回
答
。
影
響
に
つ
い
て
は
「
事
業
所
の
経
営
が

苦
し
く
な
る
」
８
１
・
４
％
、「
ヘ
ル
パ
ー
の
意
欲
・
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
」
７
１
・
４
％
、「
ヘ
ル
パ
ー
の

賃
金
改
善
が
難
し
く
な
る
」
７
０
・
０
％
な
ど
、
事
業
所

運
営
に
大
き
く
関
わ
る
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。

訪
問
介
護
の
人
手
不
足
は
深
刻
で
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
有
効
求
人
倍
率
は
２
０
２
３
年
度
で
１
４
・
１

倍
と
高
水
準
で
す
。
さ
ら
に
、
２
０
２
２
年
度
介
護
従
事

者
処
遇
状
況
等
調
査
に
よ
れ
ば
、
介
護
職
員
の
賃
金
は

全
産
業
平
均
を
月
額
７
万
円
下
回
っ
て
い
ま
す
。
政
府

は
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
引
き
下
げ
て
も
、
介
護
職

員
の
処
遇
改
善
加
算
で
補
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
す
で
に
加
算
を
受
け
て
い
る
事
業
所
は
基
本
報
酬

の
引
下
げ
で
減
収
と
な
り
、
そ
の
他
の
加
算
も
算
定
要

件
が
厳
し
く
、
基
本
報
酬
の
引
下
げ
分
を
補
え
な
い
事

業
所
が
出
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
者
の
経
営
環
境
及
び
介
護
職
員
の
処
遇
の

改
善
を
実
現
し
、
在
宅
介
護
の
基
盤
を
存
続
さ
せ
る
た

め
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
は
じ
め
と
し
た
介
護
報

酬
の
引
上
げ
を
早
急
に
行
う
よ
う
求
め
ま
す
。

花
巻
市
議
会
だ
よ
り
第
83
号
の
６
ペ
ー
ジ
に
記
載
し

て
い
る
及
川
恒
雄
議
員
の
一
般
質
問
「
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
に
つ
い
て
」
の
答
弁
内
容
の
一
部
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
訂
正
前
）

令
和
７
年
度
を
最
後
に
３
つ
の
集
落
協
定
か
ら
活
動　
　

を
取
り
止
め
る
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

（
訂
正
後
）

令
和
６
年
度
を
最
後
に
３
つ
の
集
落
協
定
か
ら
活
動

を
取
り
止
め
る
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、


